
（別紙３）

～ 2025年　3月　23日

（対象者数） 18 （回答者数）
14

～ 2025年　3月　23日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も楽しみながら馬に関わる機会を設け利用者様の成長に

つながる活動をしていきます。

2

日々の乗馬レッスンだけでなく様々なイベントを通じて馬と

のふれあいを促していきます。

3

今後もより多くの方々に関わって頂けるよう努めてまいりま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

安全を最優先としながらもなるべく多くの人にご参加いただ

けるよう努めていきます。

2

騎乗できない日は厩舎（屋内）にてグルーミングの活動など

を行っています。

3

馬を介在として療育を行っている。楽しみながら運動機能の改

善、社会性の芽生え、コミュニケーション能力の向上のための

活動ができる。

人間関係・社会性などが自然に身に付けられるように、自分が

馬のためにしてあげることで馬が動いてくれる、自分を乗せて

くれる、という相互関係を育んでいきます。

親子参加を基本とし、保護者様の目の前でお子様の成長を感じ

取ることが出来る。

毎年6月に乗馬大会を開催しています。日頃の練習の成果を多

くの人の前で発表出来て自信につながっています。

定期的にご家族向けのふれあい乗馬会を開催しています。

多くのボランティアさんに参加いただいているため、幅広い年

代の方々、福祉職以外の職種の方と触れ合うことが出来る。

年末にボランティアさん感謝祭を開催しています。日頃の感謝

を伝えるとともに、参加者みんなが楽しめる会を催していま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

一度の乗馬レッスンでお受けできる人数が限られる点。 馬の頭数に限りがあるため。また安全かつ効果的に乗馬レッス

ンを行うために、馬を曳くリーダー、乗り手の介助をするサイ

ドウォーカーなどの人員が必要なため。

屋外での活動のため天候に左右されやすい点。 馬場が屋外にあるため主に雨天の場合は騎乗を注視していま

す。また強風や雷に馬が驚いて予期せぬ動きをする場合がある

ため安全を考慮して騎乗を中止としています。

2025年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ピルエット

○保護者評価実施期間
2025年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


